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人　口7,503人（前月比－6）
〈男3,632人　女3,871人〉

世帯数2,739戸 （前月比＋9）
出生数1人 （男0・女1）
死亡数8人 （男4・女4）

5月1日の人口動態
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■第１３回会議【５月１２日（水）天津小湊町コミュニティセンター２階大会議室】
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《協議第４８号》児童福祉事業の取扱いについて　家庭相談員制度〔鴨川市・有、本町・無〕は、新市に引き継ぐ。
子育て支援事業、母子家庭・父子家庭医療費等の助成〔両市町・有〕については、鴨川市の例により、合併時までに調整する。

母子家庭児童入学祝金支給〔鴨川市・無、本町・有〕は、合併時に廃止する、ことなどを決定。

《協議第４９号》学校教育事業の取扱いについて　教育委員会の会議については、鴨川市の例により、新市に引き継
ぐ。外国青年招致事業〔両市町・有〕は、新市において再編する。幼稚園〔鴨川市・１０園、本町２園〕、小学校〔鴨川市・

１０校、本町・２校〕および中学校〔鴨川・３校、本町・２校〕は、現行どおり新市に引き継ぎ、その通学区域については、

鴨川市の例により、合併時までに調整する。市町村区域外学齢児童および学齢生徒の教育事務の委託については、現行どおり

新市に引き継ぐ。心身障害児就学指導判定委員会〔両市町・有〕は、鴨川市の例により、新市に引き継ぐ、ことなどを決定。

《協議第５０号》学校給食事業の取扱いについて　次回以降の継続協議とすることで決定。

《協議第５１号》鴨川市・天津小湊町合併推進スケジュール（平成１６年度）について　新市誕生（平成17年
２月11日）までの合併スケジュールを決定。

《協議第５２号》一部事務組合等の取扱いについて　安房郡市広域市町村圏事務組合、千葉県市町村総合事務組合、
千葉県自治センター、財団法人鴨川市開発公社、および南房総広域水道企業団については、新市においても継続の手続きを行
うことで決定。長狭地区衛生組合については、原則新市に引き継ぐ。鴨川市・和田町環境衛生組合については、存続の方向で
協議し、合併時までに調整する、ことなどを決定。

《協議第５３号》人権対策事業の取扱いについて　人権相談〔両市町・有〕については、鴨川市の例により、合併時
までに調整することで決定。

《協議第５４号》生活保護事業の取扱いについて　生活保護事業〔両市町・有〕については、鴨川市の例により、合
併時までに調整する。

《協議第５５号》病院関係事業の取扱いについて　病院事業・病院運営協議会〔鴨川市・有、本町・無〕は、現行ど
おり新市に引き継ぐことを決定。

《協議第５６号》一般廃棄物処理関係事業の取扱いについて　廃棄物処理施設の設置および管理は、現行どおり新
市に引き継ぐ。一般廃棄物処理関係事業に関する計画・分別収集計画については、合併後速やかに策定する。焼却残渣等処理
事業については、合併後速やかに再編する。ごみ指定袋については、鴨川市の例により、合併時までに調整、収集方法等につ
いては、合併時までに調整する、ことなどを決定。

《協議第５７号》建設関係事業の取扱いについて　市町道については、現行どおり新市に引き継ぐこととし、その認
定基準等は、新市において再編する。急傾斜地崩壊対策事業については、天津小湊町の例により、新市に引き継ぐ。屋外広告
物関連は、現行どおり新市に引き継ぐ、ことなどを決定。

《協議第５８号》都市計画事業の取扱いについて　都市計画審議会〔鴨川市・有、本町・無〕は、鴨川市の例により、
新市に引き継ぐ。ただし、委員の定数等は、合併時までに調整する。狭あい道路整備事業は、鴨川市の例により、合併時まで
に調整する。宅地等開発事業、およびリゾートマンション等の建設に関する指導等については、合併時までに再編する、こと
などを決定。

《協議第５９号》文化振興事業の取扱いについて　指定文化財については、現行どおり新市に引き継ぐ。文化財審議
会〔両市町･有〕は、合併時までに再編する、ことなどを決定。

《協議第６０号》新市建設計画案（第７章）について　継続協議とすることを決定。

《協議第６１号》協議第２１号（新市建設計画の名称及び目次構成について）の修正について
新市建設計画の名称を「鴨川市・天津小湊町新市まちづくり計画」と修正することなどを決定。
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鴨川市・天津小湊町 

だ よ りだ よ り

鴨川市
・天津小湊町鴨川市
・天津小湊町

合 併 合 併 

《報告第３１号》鴨川市・天津小湊町合併協議会委員の変更について

■第１２回会議　【４月２７日（火）鴨川市役所４階大会議室】

報　　告

鴨川市・天津小湊町合併協議会で報告、協議された概要をお知らせします。《速報》
（詳細は別途発行の協議会だよりをご覧ください）

《報告第３２号》鴨川市・天津小湊町合併に関する住民説明会の日程について 説明会は５月１０日（月）～

２５日（火）に両市町各会場で開催、本町は５月１９日（水）午後７時・町コミュニティセンター、５月２１日（金）午

後７時・天津小体育館での開催日程についての報告がされる。

《報告第３３号》鴨川市・天津小湊町合併協議会専門部会規程の一部を改正する規程について 建設経済部会

の項鴨川市の欄中「太海フラワー磯釣センター」を削る。

《報告第３４号》例規原案作成・事務事業一元化支援業務委託契約について ㈱ぎょうせいと４２０，０００円

で随意契約による業務委託契約を結ぶ。

鴨川市・天津小湊町の合併日は

平成17年2月11日（金・祝）
に決まる！！

変更前　鴨川市議会議長刈込勝利　→変更後　鴨川市議会議長鈴木正明

変更前　鴨川市議会議員鈴木正明　→変更後　鴨川市議会議員鈴木美智子

変更前　鴨川市議会議員高梨政道　→変更後　鴨川市議会議員刈込勝利

《協議第９号の２》合併の期日について　合併の期日は、平成１７年２月１１日とすることで決定。

協議事項

合併日選定理由要旨
◆３月は町民の転出入など各種届出が多く、かつ町名変更が発生するため混乱が予想される。
◆合併後５０日以内に行う新市の市長選と、平成１７年３月に予定される県知事選と同時に行うことにより、住民負
担を軽減できる。
◆２月１１日は３連休の初日にあたるため、電算システムの不具合が生じた場合に対応しやすい。
◆「天津小湊町」が誕生して５０年目の節目の日である・・・ことなどから、２月１１日（金・建国記念日）の日に決め
られました。

《協議第４４号》事務組織及び機構の取扱いについて　天津小湊町の現庁舎は、支所および分室として位置付ける。
新市の事務組織および機構はわかりやすく、簡素で効率的、かつ両市・町庁舎の有効活用を基本とする、などを決定。

《協議第４５号》公共団体等の取扱いについて　合併により一体性が必要とされる公共的団体等については、統合又
は再編するようその調整に努めるものとするなど、基本的な方向付けを決定〔鴨川市・９５件、本町・４８件〕。

《協議第４６号》財産区の取扱いについて　両市町内に存する財産区については、新市に引き継ぎ、すべての財産区に
財産区議会を設置することで決定〔鴨川市・５組織、本町・１組織〕。

《協議第４７号》障害者福祉事業の取扱いについて　身体障害児（者）補装具交付については、鴨川市の例により、
合併時までに調整する〔両市町制度あり、ただし鴨川市はストマ用装具の減免あり〕。福祉タクシー利用助成事業〔鴨川市・
有、本町・無〕については鴨川市の例により、新市に引き継ぐことなどを決定。
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「自分たちの町は自分たちの手できれいにしよう」という主旨

のもと、今年も６月２７日（日）（雨天の場合は次週
に延期）に行います。実施当日の判断は、町内会長さんにお

任せします。詳しくは、今月中旬に回覧でお知らせします。

皆さんのご協力をお願いします。

町内一斉清掃について企画観光課

◆総合検診
胸部、胃部、循環器、肝炎検診をまとめて行う総合検診を、

８月１７日（火）から２６日（木）にかけて行
います。

◆その他の検診
子宮がん検診（車）は６月１６日（水）、乳がん検診は
６月１７日（木）・２４日（木）、大腸がん検診は
１０月２０日（水）・２１日（木）に行います。
「自分の健康は自分で守る」ためにも必ず受診しましょう！

検診について保健環境課

全戸社員加入および特別協賛社員（高額社員）の増強を
目標に、今月まで社資募集を行っています。町内会長さ
んには各家庭を、日赤奉仕団員には法人の皆さまへ社資
募集にうかがいますので、ご協力ください。
社資の寄附金は・・・
◇一般社員／一世帯５００円
◇特別協賛社員／１、０００円
◇法人社員／３、０００円が目安となっています。
◆社会福祉協議会一般会員会費について
町社会福祉協議会会員を、９月に町内会を通じて募集しま
す。会費は一戸あたり１、０００円ですので、ご協力ください。
◆赤い羽根共同募金について
共同募金運動が、１０月から行われます。９月になりま
したら、町内会を通じ、赤い羽根をお届けしますので、
一世帯５００円以上の募金をお願いします。
※町内会へ未加入の人で、募金などにご協力いただける
人は町住民福祉課窓口までお願いします。

赤十字社員増強・社資募集運動について
住民福祉課

ひかり保育所
４才児８名　３才児１７名
１・２才児１１名　の３６名！
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青年館・集会所の使用申込みは、これまでどおり、管理する町内会長の許可を受けてください。ただし、公共性を害し、
秩序を乱すおそれのある内容の活動や、営利を目的とする興行、物品販売などを目的とする使用は認められません。又、
使用の際は必ず使用簿に記入してください。

町からの連絡事項です。
新・旧町内会長連絡会

青年館・集会所の使用申込みは町内会長へ総務課

中央公民館で、新・旧町内会長連絡会を、
４月１５日（木）に行いました。
町からの連絡事項は、次のとおりです。

※青年館と管理町内会一覧
◇小湊青年館⇒１４区町内会
◇若宮集会所⇒５区町内会
◇内浦青年館⇒開戸町内会
◇大萩青年館⇒２区町内会
◇奥谷青年館⇒３区町内会
◇新町青年館・住吉実豊の館⇒新町町内会
◇谷町コミュニティセンター⇒谷町内会
◇橋本青年館⇒橋本町内会
◇仲宿コミュニティセンター⇒仲宿町内会

◇コミュニティあたご⇒浜町町内会
◇しおさいの家　きど⇒城戸町内会
◇芝町コミュニティセンター・坂本鳥居館⇒芝町内会
◇引土青年館⇒引土町内会
◇浜荻東青年館⇒東町町内会
◇浜荻西青年館⇒西町内会
◇清澄憩いの家⇒清澄町内会
◇四方木青年館⇒四方木町内会

天津保育所
４才児３９名　３才児２５名
１・２才児２０名　未満児３名　の８７名！

広報6-9  04.6.2 9:47 A M   ページ 5



広報あまつこみなと 
2004年　6月号 

6

いろん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 
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6月

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21

27 28

22 23 24 25 26

29 30

日 月 火 水 木 金 土

天津小湊町役場（９４）０５１１
小湊出張所（コミュニティセンター）

（９５）２８０３

健康管理センター（地域福祉センター）

（９４）２７７１

中央公民館　　　　（９４）２２３０

衛生センター　　　（９４）２０５０

奥谷浄水場　　　　（９５）３００３

６月１６日（水） 健康管理センター　時間：午前８時３０分～９時３０分
小湊小学校体育館　時間：午前１０時３０分～１１時３０

乳がん検診（集団）
６月１７日（木） 健康管理センター
６月２４日（木） 小湊小学校体育館

子宮がん検診（車検診）３０歳以上

時間：午後０時３０分～１時３０分

※乳がん検診（施設）は申込をされた皆さんに個別に通知します。

予
防
接
種

受付時間：午後０時３０分～０時５０分
三種混合（百日ぜき・ジフテリア・破傷風）
６月１４日（月） 健康管理センター
６月１５日（火） 町コミュニティセンター
日本脳炎
６月　２日（水） 町コミュニティセンター
６月　３日（木） 健康管理センター
６月３０日（水） 町コミュニティセンター
（追加）

地
区
別
健
康
相
談

６月　７日（月） 谷町コミュニティセンター
６月　８日（火） 橋本青年館
７月　６日（火） 住吉実豊の館
７月　７日（水） 浜荻西青年館
７月２７日（火） 奥谷青年館　　　　　　　小湊青年館

午前９時３０分～１１時 午後１時３０分～午後３時

平成１５年３月３１日以前に生ま
れた幼児

平成１２年４月２日～平成１３年
４月１日に生まれた幼児
平成１１年４月２日～平成１２年
４月１日に生まれた幼児

年
金
だ
よ
り

年
金
の
振
込
通
知
書
の

発
行
は
年
１
回
で
す

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
船
員

保
険
の
年
金
受
給
者
へ
の
年
金
は
、

支
払
い
月
（
偶
数
月
）
の
15
日
に
、

希
望
し
た
銀
行
な
ど
の
預
金
口
座

に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。
振
込
通
知

書
は
年
１
回
、
毎
年
６
月
に
発
行

さ
れ
、
翌
年
４
月
ま
で
の
支
払
日

と
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
年
金
の
支
払
額
に
変

更
が
あ
っ
た
と
き
や
受
取
り
先
の

金
融
機
関
を
変
更
さ
れ
た
と
き
な

ど
に
は
そ
の
つ
ど
通
知
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
郵
便
局
の
窓
口
で
通
知

書
と
ひ
き
か
え
に
現
金
で
受
取
り

を
さ
れ
て
い
る
人
に
は
、
支
払
い

の
つ
ど
、
支
払
通
知
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

■
問
合
せ
／
町
住
民
福
祉
課

いろん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

◎無料相談
■結婚相談 ６月１日（火）
地域福祉センター　午前９時～１２時
■法律相談 ６月１５日（火）
地域福祉センター　午後１時～午後４時
■年金相談 ６月１７日（木）
館山市役所　午前１０時～午後３時
受付は午前は１１時、午後は２時まで
■心配ごと相談 ６月　４日（金）
地域福祉センター 午後１時３０分～４時
■行政相談 ６月１８日（金）
役場住民相談室　午前１０時～午後３時

◎６月の納期
●町県民税　第１期
●介護保険料　第２期
●６月３０日（水）

◎おもちゃ図書館
●日時　６月１２日（土）

午後１時３０分～３時　
●場所　地域福祉センター

６月１日（火）～７日（月）は 

水道週間 
「安心の 
　　　笑顔ひろがる 
　　　　　　　　水道水」 

介
護
保
険
・
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）
の

利
用
者
負
担
額
減
額
認
定

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

平
成
11
年
度
（
介
護
保
険
制
度

施
行
前
１
年
間
）
町
の
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
を
利
用
し
て
い
た
人
で
、

特
に
所
得
の
少
な
い
人
に
つ
い

て
、
負
担
が
急
に
増
え
な
い
よ
う

に
利
用
料
を
段
階
的
に
引
き
上
げ

る
措
置
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
利

用
料
が
６
％
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

今
月
は
、
更
新
の
時
期
で
す
。

現
在
、
訪
問
介
護
利
用
者
負
担
額

減
額
認
定
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん

に
、『
訪
問
介
護
利
用
者
負
担
額

減
額
申
請
書
』
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
期
限
ま
で
に
町
住
民
福
祉
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
訪
問
介
護
軽
減
措
置
の
対
象
者

（
左
記
、
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る

人
）

◇
65
歳
以
上
の
介
護
保
険
認
定
者

◇
平
成
11
年
４
月
〜
平
成
12
年
３

月
ま
で
の
１
年
間
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
を
利
用
し
た
こ
と
の
あ
る
人

◇
生
計
中
心
者
が
所
得
税
非
課
税

ま
た
は
、
生
活
保
護
受
給
者
世
帯

な
ど
で
平
成
11
年
度
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
利
用
料
が
無
料
で
あ
っ
た

人■
問
合
せ
／
町
住
民
福
祉
課
介
護

保
険
係

検
診

６月１６日（水）
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野
鳥
を
飼
育
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

野
鳥
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
！

メ
ジ
ロ
、
ホ
オ
ジ
ロ
を
は
じ
め

と
す
る
野
鳥
は
、
美
し
い
声
と
姿

を
持
ち
魅
力
的
な
も
の
で
す
が
、

そ
の
捕
獲
は
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て

お
り
、
飼
育
す
る
に
は
特
別
な
手

続
き
が
必
要
で
す
。
次
の
事
項
を

守
り
、
正
し
く
飼
育
し
ま
し
ょ

う
！

◆
登
録
証
は
…

１
羽
の
野
鳥
に
１
枚
発
行
。
登
録

の
有
効
期
限
は
１
年
（
登
録
鳥
を

飼
育
し
て
い
る
間
は
か
か
さ
ず
更

新
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
登
録

を
受
け
ず
に
飼
養
す
る
と
、
６
ヶ

月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
）。

◆
登
録
し
て
い
る
野
鳥
は
…

足
環
の
装
着
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
町
が
交
付
す
る
足
環
の

な
い
野
鳥
は
飼
育
で
き
ま
せ
ん
。

破
損
な
ど
に
よ
り
は
ず
れ
た
場
合

は
、
直
ち
に
町
へ
届
け
出
て
、
新

し
い
足
環
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
足
環
を
故
意
に
取

り
外
し
た
場
合
は
更
新
が
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
違
法
に
捕
獲
さ
れ
た
野
鳥
は
…

譲
り
受
け
・
譲
り
渡
し
お
よ
び
飼

育
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。（
違

反
す
る
と
６
ヶ
月
以
下
の
懲
役
ま

た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

◆
登
録
鳥
が
死
亡
し
た
場
合
は
…

登
録
証
お
よ
び
足
環
を
す
み
や
か

に
町
へ
返
却
し
ま
し
ょ
う
。

※
県
内
で
は
、
野
鳥
保
護
の
た
め
、

愛
玩
飼
養
を
目
的
と
し
た
新
規
の

捕
獲
許
可
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
違

法
な
飼
養
・
捕
獲
を
目
撃
し
た
場

合
は
、
町
役
場
・
警
察
・
県
出
先

機
関
（
県
民
セ
ン
タ
ー
事
務
所
）

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

□
飼
養
登
録
／
町
産
業
建
設
課

□
違
法
捕
獲
／
南
房
総
県
民
セ
ン

タ
ー
安
房
事
務
所
地
域
環
境
班

�
０
４
７
０
（
２
２
）
７
１
１
１

���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������

よい子
のみん

な

あつま
れ！！

よい子
のみん

な

あつま
れ！！

6月5日・19日 
（第1・3土曜日） 
午後1時～ 

ひにち 

町中央公民館 ところ 

えほん
よみきかせ会
えほん
よみきかせ会

よい子の
みんな
あつまれ～

新
体
育
指
導
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
８
日
（
木
）、
町
の
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
、

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
ご
協
力
く

だ
さ
る
15
人
に
対
し
、
町
長
か
ら

委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
教
室

な
ど
で
専
門
的
な
指
導
、
助
言
を

い
た
だ
き
ま
す
。

■
新
体
育
指
導
委
員
（
敬
称
略
）

□
会
長
／
佐
久
間
龍
男
□
副
会

長
／
星
野
洋
蔵
・
栗
本
昭
□
委

員
／
唐
鎌
武
則
・
山
下
幸
夫
・
長

谷
川
弘
・
渡
辺
真
津
枝
・
長
谷
川

清
美
・
石
渡
洋
和
・
梶
惠
子
・
川

井
明
・
栖
原
延
夫
・
小
原
浩
吉
・

田
中
松
巨
・
高
岡
章
一

我が国すべての民営事業所が対象です。
ご協力をお願いします。
5月下旬から調査員がお伺いしています。

総務省　経済産業省
千葉県　天津小湊町

第１５回　鯛のまち　天津小湊町民号 

「天竜下りと昼神温泉の旅」！！ 「天竜下りと昼神温泉の旅」！！ 「天竜下りと昼神温泉の旅」！！ 

出 発出 発 日　１０月５日（火）～６日（水）・１泊２日 
募集人募集人員　１８０名（最小催行人最小催行人員１４０名） 
旅行代金　旅行代金　３７，０００円 
宿 泊宿 泊 先　昼神温泉先　昼神温泉 昼神昼神グランドホテル 天心天心 
列　　車　列　　車　お座敷列車　座敷列車　ニューなのはな号な号 

町民号町民号としては最後のは最後の機会機会となります。 
町の町の皆さんとたくさんの思い出い出を作りませんか？ 
ご参加参加お待お待ちしてます！！ 
 
■問合せ■問合せ／町企画観光課／町企画観光課 

第１５回　鯛のまち　天津小湊町民号 

「天竜下りと昼神温泉の旅」！！ 「天竜下りと昼神温泉の旅」！！ 「天竜下りと昼神温泉の旅」！！ 

出 発 日　１０月５日（火）～６日（水）・１泊２日 
募集人員　１８０名（最小催行人員１４０名） 
旅行代金　３７，０００円 
宿 泊 先　昼神温泉 昼神グランドホテル 天心 
列　　車　お座敷列車　ニューなのはな号 

町民号としては最後の機会となります。 
町の皆さんとたくさんの思い出を作りませんか？ 
ご参加お待ちしてます！！ 
 
■問合せ／町企画観光課 
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町では低所得者・中間所得者層の皆さんの 
保険料負担軽減制度 
（７・５・２割） 
を行っています。 

◇２割軽減は申請主義ですので必ず申請してください。 
◇受診するときの自己負担が下がったり、保険料全体が軽減されたりする
　ものではありません。 
◇その世帯に係る所得状況の著しい変化などにより保険料の減額が適当
　でない場合は軽減されないことがあります。 
◇世帯主および加入者全員の所得の申告がしていない場合、軽減されません。 
◇申請には、被保険者証・印かん・国保加入者全員の所得のわかるもの（所
　得申告が済んでいる人はその旨申し出ください）をご持参ください。 
◎平成１５年中の世帯に係る所得などが、左表の算定額以下で、２割軽減に

　該当すると思われる人は、６月３０日（水）までに申請してください。 
■問合せ／町保健環境課 

２割軽減世帯所得一覧表 
国保加入者数 世帯に係る所得額 

１　人 

２　人 

３　人 

４　人 

５　人 

以下1人増えるごとに 

６８万円以下 

１０３万円以下 

１３８万円以下 

１７３万円以下 

２０８万円以下 

３５万円追加 

２割軽減 
国保世帯主の申請によ 
って該当となるもの 

７割・５割軽減 
世帯に係る所得額が３３万円
以下の人や３３万円＋（２４万
５千円×世帯主以外の加入
者数）円以下の人 
所得申告の済んでいる
人は自動的に該当する
ので申請はいりません 
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いろん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

４月２８日（水）、天津小学校５年生３８

名が二夕間地区の借上げ水田で、深井文雄さ

んを講師に迎え、もち米の苗を植えました。

また、同じ日に小湊小学校でも、森誠治さん

の指導のもと行なわれ、５・６年生３４名が

参加しました。

両会場とも、地域のボランティアや保護者

も参加し、足を泥にとられたり、植えたつも

りの苗が浮き上がってしまったりと、てんて

こ舞いでしたが、子どもたちとともに泥んこ

になりながら田植えを楽しみました。

今後、地域の皆さんと一緒に、苗の様子を

観察しながら米の文化を学び、家庭で食すお

米の大切さも親子で学ぶ機会とします。

て米づくり体験学習～田植え編～ 

第
14
期
青
少
年
相
談
員
が
、
３

月
31
日
で
任
期
を
満
了
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
伴
い
、
４
月
５
日

（
月
）
に
、
町
ふ
る
さ
と
シ
ア
タ

ー
で
、
田
中
南
房
総
県
民
セ
ン
タ

ー
所
長
と
片
桐
町
長
か
ら
、
第
15

期
青
少
年
相
談
員
に
委
嘱
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

■
相
談
員
の
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

□
会
長
／
金
�
浩
一
（
芝
）

□
副
会
長
／
大

勝
（
旭
町
）

□
副
会
長
／
市
川
和
成
（
浜
町
）

□
監
事
／
平
野
千
賀
也
（
旭
町
）

□
監
事
／
齋
　
守
彦
（
芝
）

井
ノ
下
義
信
（
２
区
）・
末
吉
潤
一

（
２
区
）
・
田
中
克
昌
（
10
区
）

広
瀬
幹
夫（
12
区
）・
吉
村
昇
（
仲

宿
）
塗
谷
和
男
（
橋
本
）
・
君
塚

豊
（
仲
宿
）・
久
根
崎
克
美
（
城

戸
）・
齋
藤
一
郎
（
芝
）・
神
作
利

幸
（
四
方
木
）

ま
た
、
今
回
で
勇
退
さ
れ
る
６

名
の
皆
さ
ん
に
、
県
知
事
、
安
房

支
庁
長
か
ら
表
彰
状
並
び
に
感
謝

状
、
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

■
県
知
事
表
彰
／
田
中
松
巨
（
橋

本
）
／
金
�
修
治
（
新
町
）

■
県
知
事
感
謝
状
／
永
島
康
弘

（
９
区
）

■
安
房
支
庁
長
感
謝
状
／
井
ノ
下

義
孝
（
２
区
）
／
北
浦
克
己
（
東

町
）
／
原
洋
幸
（
西
）

気軽にご相談ください 第15期青少年相談員です。
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祝
訪
問

12
日
（
月
）
有
害
鳥
獣
対
策
協
議

会
開
催

定
例
課
長
補
佐
会
議
開
催

清
澄
寺
前
別
当
懇
談
会
出
席

13
日
（
火
）
関
東
国
道
協
会
監
査

実
施

14
日
（
水
）
鴨
川
市
・
天
津
小
湊

町
社
会
福
祉
協
議
会
合
併
協
議
会

懇
親
会
出
席

15
日
（
木
）
新
旧
町
内
会
長
連
絡

会
開
催

町
臨
時
職
員
面
接
実
施

長
狭
高
校
定
時
制
職
員
歓
送
迎

会
出
席

16
日
（
金
）
県
庁
幹
部
職
員
等
表

敬
訪
問

17
日
（
土
）
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
小

柴
昌
俊
先
生
講
演
会
出
席

19
日
（
月
）
定
例
課
長
会
議
開
催

城
西
国
際
大
学
安
房
ラ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
竣
工
式
お
よ
び
祝
賀

会
出
席

20
日
（
火
）
道
路
整
備
促
進
期
成

同
盟
会
全
国
協
議
会
組
織
財
務
委

員
会
お
よ
び
都
道
府
県
幹
事
会
合

同
会
議
出
席

郡
町
村
会
監
査
実
施

21
日
（
水
）
合
併
協
議
会
事
前
打

４
　
　
月

１
日
（
木
）
町
長
訓
示
お
よ
び
辞

令
交
付
式
開
催

町
内
学
校
職
員
着
任
式
出
席

定
例
課
長
会
議
開
催

町
消
防
団
辞
令
交
付
式
お
よ
び

結
団
式
開
催

５
日
（
月
）
７
３
０
定
例
課
長
会

議
開
催

青
少
年
相
談
員
委
嘱
状
交
付
式

開
催

６
日
（
火
）
春
の
交
通
安
全
運
動

出
動
式
出
席

白
浜
町
長
選
挙
出
陣
式
出
席

７
日
（
水
）
町
内
中
学
校
入
学
式

出
席極

真
空
手
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

木
山
仁
選
手
等
来
庁

第
11
回
鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町

合
併
協
議
会
出
席

８
日
（
木
）
町
内
小
学
校
入
学
式

出
席固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
開

催９
日
（
金
）
町
内
幼
稚
園
入
園
式

出
席長

狭
地
区
校
長
会
お
よ
び
教
頭

会
合
同
歓
送
迎
会
出
席

11
日
（
日
）
白
浜
町
長
選
挙
当
選

■
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

□
金
高
孝
吉
　
様
（
芝
）

１
２
、
４
０
０
円

□
昭
和
14
年
天
津
小
学
校
高
等
科

卒
業
生
同
窓
会
　
様１

１
、
６
２
５
円

□
�
小
湊
ホ
テ
ル
三
日
月
　
様

１
０
、
０
０
０
、
０
０
０
円

寄
付
あ
り
が
と
う

合
せ
実
施

22
日
（
木
）
総
務
省
陳
情
実
施

国
へ
の
陳
情
の
た
め
東
京
に
向

か
っ
て
い
る
途
中
、
助
役
か
ら
車

に
電
話
が
入
っ
た
。
急
い
で
い
る

様
子
だ
が
、
山
間
部
を
走
行
中
の

た
め
う
ま
く
繋
が
ら
な
い
。
何
が

起
き
た
の
か
と
思
い
つ
つ
、
電
話
が

繋
が
る
場
所
ま
で
の
間
は
わ
ず
か

な
時
間
だ
が
、
長
く
感
じ
ら
れ
た
。

や
が
て
繋
が
り
、「
今
、
三
日
月

ホ
テ
ル
の
高
野
豊
平
総
支
配
人
が
、

小
高
芳
男
社
長
の
命
を
受
け
来
庁

さ
れ
、
明
日
の
『
ス
パ
三
日
月
』

の
完
成
を
記
念
し
、
町
に
一
千
万

円
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
申
出
を
賜
っ
た
の
で
、
御
礼
の

言
葉
を
願
い
ま
す
。」
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

夢
に
も
思
っ
て
い
な
い
と
て
つ

も
な
い
吉
報
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

も
多
く
の
皆
様
に
様
々
な
か
た
ち

で
寄
付
や
ご
支
援
を
賜
り
、
そ
の

都
度
心
温
ま
る
ご
好
意
に
、
深
く

敬
意
を
申
し
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
ス
パ
三
日
月
の
完
成
は
、

本
町
の
新
た
な
集
客
施
設
の
誕
生

と
な
り
、
計
り
知
れ
な
い
経
済
的

波
及
効
果
は
む
ろ
ん
の
こ
と
だ
が
、

社
員
の
皆
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
日
夜

汗
を
流
さ
れ
努
力
さ
れ
た
、
一
銭

一
厘
か
ら
の
商
い
の
大
き
な
結
晶

を
賜
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
今
後

は
、
こ
の
施
設
に
対
す
る
小
高
社

長
以
下
、
社
員
の
皆
さ
ん
の
さ
ら

な
る
努
力
の
展
開
を
思
う
と
、
改

め
て
敬
意
と
感
謝
の
念
が
尽
き
な

い
思
い
で
あ
る
。

こ
の
吉
報
に
胸
躍
る
な
か
、
本

多
利
夫
鴨
川
市
長
と
と
も
に
、
中

村
正
三
郎
代
議
士
に
同
行
い
た
だ

き
、
麻
生
太
郎
総
務
大
臣
宛
の
陳

情
を
行
っ
た
。
こ
の
陳
情
は
Ｎ
Ｔ

Ｔ
が
、
鴨
川
お
よ
び
本
町
の
地
域

の
電
話
需
要
が
パ
ン
ク
状
態
に
な

る
た
め
、
そ
の
増
強
対
策
と
し
て

局
番
変
更
を
来
年
の
４
月
３
日
に

実
施
す
る
と
の
発
表
が
さ
れ
た
。

し
か
し
来
年
２
月
中
に
鴨
川
市
と

の
合
併
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

市
民
･
町
民
の
不
要
な
混
乱
を
回

避
す
る
た
め
、
実
施
日
を
合
併
日

に
、
と
の
陳
情
で
あ
る
。

国
は
、
決
定
済
み
の
本
件
の
変

更
は
、
全
国
で
も
例
が
な
い
と
の

こ
と
で
難
色
を
示
し
た
。
し
か
し

「
そ
こ
を
何
と
か
」
と
ネ
バ
り
、
至

難
極
ま
り
な
か
っ
た
が
、
つ
い
に

良
い
感
触
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

先
の
寄
付
の
件
と
、
国
の
良
い
感

触
が
得
ら
れ
た
こ
と
で
、
気
分
は

爽
快
に
な
り
、
そ
の
夜
東
京
で
ご

苦
労
会
が
行
わ
れ
、
美
酒
に
酔
い

し
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

23
日
（
金
）
統
合
（
安
房
東
）
中

学
校
建
設
状
況
視
察

いろん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

←小湊スパ三日月竣工祝賀会場にて

小
湊
ホ
テ
ル
三
日
月
「
ス
パ
三

日
月
」
竣
工
祝
賀
会
出
席

郡
町
村
会
出
席

26
日
（
月
）
定
例
係
長
会
議
開
催

臨
時
課
長
会
議
開
催

知
事
と
市
町
村
長
と
の
懇
談
会

出
席

27
日
（
火
）
和
田
町
助
役
・
議
長

来
庁第

12
回
鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町

合
併
協
議
会
出
席

統
合
中
学
校
整
備
推
進
委
員
会

開
催

29
日
（
木
・
祝
）
堀
江
秀
夫
県
議

義
父
葬
儀
参
列

30
日
（
金
）
県
庁
土
木
部
陳
情

広報6-9  04.6.2 9:47 A M   ページ 9



10

募　集
と

おしらせ

いろん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

広報あまつこみなと 
2004年　6月号 

２級訪問介護員養成研修（ホームヘルパー）
受講者募集
●研修期間／７月５日（月）～１２月１０日（金）までの
２７日間（１３０時間）
●場所／主に鴨川市ふれあいセンターにて
●対象／原則として鴨川市・天津小湊町在住の人
●内容／各福祉制度・介護方法についての講義や実習など
●費用／４０，０００円（テキスト代含む）
●申込締切／６月１８日（金）まで
●問合せ／鴨川市社会福祉協議会　�（９３）０６０６

平成１６年度千葉県介護支援専門員
実務研修受講試験の実施について
●試験日／１０月２４日（日）１０時～１２時
●受験資格／医療・保健・福祉分野の有資格者で一定期間
以上の実務経験のある人
●申込書配布期間／６月３０日（水）～７月３０日（金）
●申込書配布場所／県社会福祉協議会・町住民福祉課・町
社会福祉協議会
●申込受付期間／７月１日（木）～３１日（土）
●問合せ
○試験専用／�０４３（２０４）１６１０
○代　　表／�０４３（２４５）１１０１

自動車リサイクル法に基づく解体業・
破砕業の許可制度
７月１日（木）から始まります！
使用済自動車のリサイクル・適正処理を図るため、自動
車リサイクル法に基づき解体業・破砕業を行う場合は許可
を受けなければなりません。
許可については７月１日から（既存の解体業者・破砕業
者の許可申請または届出の締切は９月３０日まで）県庁で
申請を受付ます。なお、廃棄物処理法による業の許可を受
けている場合には、届出となります。
●問合せ／県庁資源循環推進課
�０４３（２２３）４６５８

健康づくり絵画の募集
締切８月１３日（金）必着
●テーマ／健康づくりに関すること（食生活・運動・休
養・喫煙・飲酒・歯・その他健康に関することなど
●対象者／小学生以下
●応募規定
○作品は個人作品で未発表のもの○用紙はＢ３版用紙を縦
長に使用○作品の裏に必ず住所・学校名・学年・氏名（ふ
りがな）を記入○作品の版権は県国保連合会に帰属する○
作品は応募者に返却
●提出先・問合せ
〒２６３－００１６　千葉市稲毛区天台６―４―３
千葉県国民健康保険団体連合会　事業課保健事業係
�０４３（２５４）７３５５

里山の体験活動リーダー養成講座
参加者募集
里山の生物・植物・人々の生活・・・里山をキーワードに
自然体験活動のリーダーを養成する講座です。※ＣОＮＥ
の自然体験活動リーダー資格が取得できます。
●日時／６月１８日（金）～２０日（日）２泊３日
●場所／国民宿舎　清和　０４３９（３８）２１１７
●対象／里山に興味のある方（先着順　定員３０名）
●参加費／２０，０００円
●申込・問合せ
○ＮＰО法人千葉自然学校　�０４３（２２７）７１０３
○県庁観光コンベンション課 �０４３（２２３）２４１５

６月１５日（火）県民の日
施設の開放を行います
６月１５日（火）の「千葉県民の日」に、県内の公共施

設や観光施設の無料開放などが行われます。鴨川市と天

津小湊町では、次の施設の入園などが無料、または割引

となります。

●無料開放○魚見塚一戦場公園のテニスコート（要予約）

○鴨川シーワールド（中学生以下の県民／入園料のみ無

料）○太海フラワー磯釣センター（市民と高校生以下の

県民／入園料のみ無料）

●観覧料の割引○仁右衛門島（高校生以下の県民）○鯛

の浦遊覧船（鴨川市・天津小湊町の住民）○清澄寺宝物

館○誕生寺宝物館

※来場には、免許証や学生証などをお持ちください。
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シートベルトとチャイルドシート着用推進強化月間
６月１日（火）～３０日（水）
警察では、月間中県内各地でシートベルトとチャイルド
シート着用の指導取り締まりを強化します。
事故に遭ったとき、体を支えてくれるのはシートベルト
だけです。面倒でも必ず着用しましょう。

電波利用保護旬間
６月１日（火）～１０日（木）まで
総務省では、６月１日から１０日まで「電波利用保護旬間」
として、携帯電話、消防・救急無線、テレビ・ラジオなど
市民生活に欠かせない電波の利用を保護する活動を行って
います。社会生活を脅かす不法な電波をなくすため、電波
はルールを守って正しく使いましょう。
●問合せ／関東総合通信局

ライトミュージックフェスティバル　イン　アワ
開催します！
●日時／６月２０日（日）午前１１時開演

（午前１０時３０分開場）
●会場／県南総文化ホール（大ホール）
●内容／ジャズ・ロック・フォーク・ポップスなど軽音楽の演奏
●出演／安房地域在住者で結成された、または在住者を
含む２０バンド　※出演バンドも募集しています
●入場料金／全席自由・５００円（税込）
●問合せ／県南総文化ホール
�０４７０（２２）１８１１

○不法無線局による混信・妨害
�０３（５５６２）７５５５
○電話機・各種電子機器への不要電波障害
�０３（５５６２）７５５７
○テレビ・ラジオの受信障害
�０３（３２４３）８６９７
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6月は動物の正しい飼い方推進月間です。
毎年多くの犬猫が処分されています。
不幸な動物たちを増やさないためにも、動物は正しく飼いましょう。
◆放し飼いはやめましょう。 ◆動物を捨てないでください。 ◆ふんの後始末をしましょう。

◆去勢・避妊手術をし、繁殖制限に努めましょう。 ◆きちんと「しつけ」をしましょう。飼い主の責任です。

犬、猫の譲渡会や新しい飼い主との出会いの場があります。ご相談ください。

■問合せ／県動物愛護センター　�０４７６（９３）５７１１
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米づくり体験学習にて

あなたのハミガキバージョンアップ！
「６（ム）４（シ）」（虫歯）にちなんで、６月４日～１０
日は“歯の衛生週間”です！
普段のブラッシングを見直して、むし歯や歯周病予防
を心掛けましょう。
みなさんは、ハブラシ以外の道具は使っていますか？
歯と歯の隙間や、歯と歯ぐきの境目など、口の中には
汚れの溜まりやすい場所がたくさんあります。多種多
様のブラッシング用具を使い分け、より高い効果を得
ましょう！

保 健 師 

ワ ン ポ イ ン ト 

ア ド バ イ ス 

栄 養 士 
の 

と 

Vol 24
影山美影山美弓 影山美弓 

野宮和歌子野宮和歌子 野宮和歌子 

かかりつけ歯科
医をもち、定期的に
歯科検診を受けるこ
とが大切です！

今、萌黄
もえぎ

色の里山が、“鏡のような生命の水”（水田）に映
りこみ、鏡のなかでは幼いちびっ子たち（稲）がきちん
と並び、初夏の風を受け、サワサワとささやいています。
そのちびっ子たちに小鳥が声をかけ　～チチチチチ…
オレたちも負けないぞとカエルもつられて　～グワッグ
ワッグワッ…

＜田植えを終えた内浦地区のひととき＞

握りやすい、まっすぐな柄のものが良い。ヘッド
は小さい方が奥歯までしっかり磨けます。毛先が
広がってきたら新しいブラシに交換しましょう！

歯と歯の隙間が広い場合、歯と直角になるように
隙間に入れ、出し入れして汚れをかき出します。

ナイロンの糸の部分を歯と歯の間に入れ、上下に
動かすことで歯の間の歯垢除去に有効です。

デンタルフロスに柄がついていて使いやすくなっ
ているものです。

歯の裏側や奥歯、噛み合わせを見るのに便利です。

ハブラシ

歯間ブラシ

デンタルフロス

糸ようじ

デンタルミラー
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